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公的賃貸住宅再生に係る取組



SENBOKU New Design

掲げる理念・基本方針のもと、様々な取組を推進することで、
泉北ニュータウンならではの多様で豊かな暮らし方の実践を促進

《泉北スタイル》
泉北ニュータウンにある「魅力的な要素」×住民のライフスタイル

泉北ニュータウン公的賃貸住宅再生計画

これらの実現に向けて公的賃貸住宅や
戸建て住宅等の既存ストックを最大限
活用し、再生事業による多様なライフス
タイルに対応した住宅の供給や、公的賃
貸住宅の再生事業により創出される活
用地等への多様な機能の導入を図るこ
とにより、居住機能中心から、多様な活
動に挑戦できるまちへの転換を図る

公的賃貸住宅再生に係る取組

2



活用地の活用
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活用地の公募状況等

府営宮山台第２ （令和6年7月落札者決定）
□ 事業の概要
・ 民間活力を活用し、新たな府営住宅の整備（宮山台第４住宅）と、活用地（宮山台第２住宅敷地全体）におけ
る民間施設等の整備を一体的に行う事業

・ 活用コンセプト 『緑に囲まれた環境配慮型の先導的な戸建て住宅地の形成』

□ 予定施設
・戸建て住宅（『ZEH』以上）（95戸）

□ 落札者
・ 東レ建設グループ（代表企業 東レ建設株式会社）

府営竹城台第３ （令和7年３月落札者決定）
□ 事業の概要
・ 活用コンセプト 『若年・子育て世帯のライフサイクルを支える住宅と機能を備えた住宅地の形成』

□ 予定施設
・共同住宅（ZEH-M Oriented以上）（245戸）
戸建て住宅（次世代ZEH＋以上）（23戸）

□ 落札者
・南海不動産株式会社、総合地所株式会社、積水ハウス株式会社
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活用地の公募状況等

府営堺若松台２丁 （令和7年3月事業予定者決定）
□ 事業の概要
・ 活用コンセプト 『新たなライフスタイルを提案する商業施設等の導入』

□ 予定施設
・スーパーマーケット、ベーカリーカフェ、ドラッグストア、
シェアサイクルポート、芝生広場等

□ 事業予定者
・大和ハウスリアルティマネジメント株式会社

府営高倉台センター （公告中）
□ 事業の概要
・ 活用コンセプト 『ゼロエネルギータウン等に対応した住宅（土地区画整理事業）』

□ 土地利用条件
・分譲「戸建て住宅」（高性能ZEH以上）

□ 公募方式
・条件付き一般競争入札

□ スケジュール
・公告 令和８年３月18日（水）
・入札及び落札者の決定 令和8年5月19日（火）
・土地売買契約の締結 令和8年6月12日（金）（予定） 5



既存ストック活用に係る取組
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ストック活用PTメンバーにおいて６回会議を開催し検討内容を取りまとめ
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■第１回 （令和7年6月17日）
・民間事業者のニーズ・要望調査方法及び対象の検討 ⇒ アンケート実施を決定
・将来的なストック活用方針イメージの提案

■第２回 （令和7年6月30日）
■第３回 （令和7年7月１０日）
・アンケート内容の検討 ⇒ ８月１日 ～ ８月２２日 アンケート実施

■第４回 （令和7年９月２２日）
・アンケートとりまとめ結果の共有
・今後の取組方針 ⇒ 外部委託による事業者ヒアリング調査を検討

■第５回 （令和7年10月15日）
・調査委託内容に関する合意形成 ⇒ １１月 ～ ２月 調査委託実施

■第６回 （令和８年２月２7日）
・ストック活用PT検討内容をまとめ共有

ストック活用検討の流れ
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公的賃貸住宅ストック

活用ニーズは有る!

・ アンケート結果
・ ヒアリング結果

まずは企業の思考を、検討ステージへ引き上げる

・用途の制限
・煩雑な行政手続き

事業者ヒアリング等で分かったこと

・先進事例の紹介などが少ない

①法令等の規制

②活用事例・方法を知らない

規制による制限
があるのか・・・

規制クリアには
手間が掛かる・・・

活用イメージや
事業が成立する
イメージが湧か
ない･･･

検
討
を
断
念

SENBOKU New Designの取組を推進する
(IZUMIGAOKA Next Design・泉北ニュータウン公的賃貸住宅再生計画）

①規制緩和など

課題解消方策の検討
②既存ストック活用など

認知度の向上

泉北ニュータウン全体の魅力（ブランド）を高める！

これらの
取組に加え

2本の大きな柱を据えて、連携した取組を推進する！

ストック活用PTでの検討状況

＋



まとめ（将来的なストック活用方針）
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➢制度活用案のとりまとめ
・都市計画法上の緩和
（用途地域変更・地区計画策定）

・建築基準法上の緩和
（48条ただし書許可）

・地域再生法の活用
（地域住宅団地再生事業） など

具体的事例を用いた検討

➢泉北ニュータウンでの事例づくり（モデル団地）
事業者参入のハードルを下げ、潜在的な活用ニーズへアプローチ

⇒モデル団地での活用実績を基に、各住宅の立地条件等に応じた
さらなるストック活用事例を創出

公的賃貸住宅ストック活用のさらなる展開

➢情報発信ツールの見直し・更
新

➢各住宅事業者の既存HP間の
連携
・相互に各住宅事業者の取組が確認
できる仕組みの構築（HPリンク）

➢イベント等での取組紹介

➢取組内容マップ（案）作成

既存取組の強化
期 間

①規制緩和など課題解消方策の検討 ②既存ストック活用など認知度の向上

制度面における課題検討

➢各住宅事業者による住宅
の活用可能性検討

※モデル団地での事例を元に泉北
ニュータウン全域に各住宅の立地
条件等を踏まえた活用方法検討

これまでの
取組
・

短期取組
（R8～）

➢将来を見据えた住宅の
活用方策等の検討
・考えうる活用アイデアの整理
・活用アイデアに対する事業者
等のニーズ確認
・課題の整理

➢ケーススタディ
（モデル団地：公社茶山台）

➢先進事例収集、制度研究
（国、他自治体）
・既存制度活用にあたっての課
題等確認
・制度活用にかかる国や先進自
治体へのヒアリング・手法研究
・泉北ニュータウンに適した制度
の活用手法の検討

➢補助制度研究

課題解消方策のとりまとめ

中期取組

長期取組


